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１ 単元名   関数 

 

２ 単元の目標 

(1）様々な事象を関数 2axy  などとして捉えたり，表，式，グラフで表したりするなど，数学的に 

考え表現することに関心をもち，意欲的に数学を問題解決に活用して考えたり判断したりしようと 

する。                           （数学への関心・意欲・態度） 

(2）関数 2axy  などについての基礎的・基本的な知識及び技能を活用しながら，事象に潜む関係や 

法則を見いだしたり，数学的な推論の方法を用いて論理的に考察し表現したり，その過程を振り返 

って考えを深めたりするなど，数学的な見方や考え方を身に付けることができる。 

                               （数学的な見方や考え方） 

(3）関数 2axy  の関係などを，表，式，グラフを用いて的確に表現したり，数学的に処理したりす 

るなど，技能を身に付けることができる。                 （数学的な技能） 

(4）事象の中には，関数 2axy  などとして捉えられるものがあることや関数 2axy  の表，式，グ 

ラフの関連などを理解し，知識を身に付けることができる。 

                         （数量や図形などについての知識・理解） 

 

３ 指導に当たって 

 (1）教材観 

   第１学年では，比例，反比例を取り扱い，第２学年では，一次関数を学習してきている。第３学

年では，具体的な事象の中から二つの数量を取り出し，それらの数量の関係を関数 
2axy  とみな

し事象を捉え説明することが大切である。表，式，グラフを用いて他者に説明するような場面を意

図的に設け，事象の考察を深めることができるようにすることが重要である。 

 (2）生徒の実態（平成＊年＊月＊日実施，３年＊組＊人） 

   水を熱し始めてからの温度と時間を一次関数とみなして予測し，80℃になるまでの時間を求める 

方法を数学的に説明する問題を実施したところ，以下の結果になった。 

数学的に説明することができる。 ＊人 

解決することはできるが，数学的に説明することができない。 ＊人 

解決することができない。 ＊人 

結果から，日常生活における事象を関数とみなし解釈することや，解決の方法を数学的に説明す 

ることに課題があることが分かった。今後は，日常生活における事象を数理的に考察し，問題解決 

の方法を説明するための手立てが必要であると考える。 

 (3）指導について 

本単元は，日常生活における事象として，リレーのバトンパスの問題を設定する。第２時では，

まず，時間と距離の関係を表，グラフに表し，第一走者と第二走者がそれぞれどのような関数関係

にあるかを予測する。次に，既習カードを使って，一次関数と２乗に比例する関数とみなし式に表

す。そして，表，式，グラフのいずれかを用いて変数 y の値を求める。その求めた値が問題の条件

に対して妥当であるかどうかを考え，理由を記述する。これらの活動を通して，表，式，グラフを

用いて事象を解釈することができるようにする。第３時では，まず，グループ内で表，式，グラフ

のいずれかの考えで分担し，効果的なバトンパスについて，問題を解決する方法を考える。次に，

解決方法を記述し，記述内容をグループ内で伝え合う。そして，同じ考えの生徒同士でグループを

編成し直し，記述内容を相互評価する。その際，相互評価シートを使って評価の観点が分かるよう

にする。そして，他者に記入してもらった相互評価シートを基に，自分の記述内容を改善する。最

後に，見直した記述内容を伝え合い，表，式，グラフを関連付ける。これらの活動を通して，記述

内容を改善し数学的な表現を使って説明することができるようにする。 

 



４ 学習計画と評価 

  第１次 関数 2axy  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 0時間 

  第２次 関数の利用・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ４時間 

  第３次 単元のまとめ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １時間 

 

５ 本時の学習 

(1）本時の目標 

第２時 表，式，グラフを用いて，事象を解釈することができる。 

第３時 数学的な表現を用いて，根拠を明らかにし筋道立てて説明することができる。 

 (2）準備・資料 

   ワークシート，提示物，発表用ボード，既習カード，相互評価シート，スクリーン，学習カード 

 (3）本時の展開 
時 学習活動及び学習内容 指導の手立て及び◎○評価規準（評価方法） 
第 
２ 
時 

１ 本時の学習課題と学習の進め方
を確認する。     ＜一斉＞ 

２ 本時の学習問題を知る。 
＜一斉＞ 

 
 
 
 
 
３ 伴って変わる二つの数量を見い
だす。        ＜一斉＞ 

 
４ Ａさんの走る様子を考える。 

＜個人→グループ→クラス＞ 
 
５ Ｂさんの走る様子を考える。 

＜個人→グループ→クラス＞ 
 
 
 
６ Ｂさんがスタートしてから３秒

後に，テイクオーバーゾーンの20
ｍ以内にいるかどうかを考える。 

＜個人→グループ→クラス＞ 
 (1）自力解決をする。 
 (2）自分の考え方を基にグループ

で考え方を伝え合う。 
 (3）クラスで考えを深める。 

 

 
７ 本時のまとめと次時の学習内容
を知る。 

・ 本時の学習の流れを掲示して確認する。 
 
・ 実際に，バトンパスの映像を流して学習問題に対する

意欲付けを行う。 
 
 
 
 
 
・ Ｂさんがスタートしてからの時間を x (秒），Ｂさんの

スタート地点からの距離を y (m)として考えることを
確認する。 

・ 既習カードを使って考えるように助言する。 
・ 表，式，グラフに表し，グループで確認する。 
・ 距離は時間の一次関数であることを確認する。 
・ 表，グラフに表し，予測する。 

・ 既習カードを使い，関数 2axy  であるとみなす。 

・ 表，式，グラフに表し，グループで確認する。 
 
 
・ 3x のときの y の値が何を表すのかを考える。 
・ 表，グラフではどこに表れるのか。式はどのように使

えばいいかを考えるように助言する。 
 
・ Ｂさんが失格になるかどうかの判断だけでなく，その

理由を考えさせる。 
・ 一つの考えができた生徒には，他の方法でも考えるよ

うに指示する。 
 
 
 
・ 次時は，効果的なバトンパスのタイミングについて考

え，その解決方法を説明することを伝える。 

 

時 学習内容 関 考 技 知 評価規準 

１ 
図形の中に現

れる関数 
  ◎ ○ 

◎ 図形の中に現れる関数関係を見いだし，表，式，グラフを用いて表現したり，処理したりすることができる。 

〇 図形の中に現れる二つの数量関係を関数とみなし，変化や対応の様子を調べたり，予測したりすることを理解している｡ 

２ 

（本時） 

身のまわりの

関数 
 ◎ ○  

◎ 表，式，グラフを用いて，日常生活に照らして事象を解釈することができる。 

○ 関数を表，式，グラフを用いて表現したり，処理したりすることができる。 

３ 

（本時） 

関数を利用し

た問題解決 
○ ◎   

◎ 問題解決の方法を数学的な表現を用いて，根拠を明らかにし筋道立てて説明することができる。 

○ 問題解決に関心をもち，表，式，グラフで表して考えようとしている｡ 

４ 
いろいろな関

数 
○   ◎ 

◎ 具体的な事象の中から見いだした関数関係には，既習の関数とは異なるものがあることを理解している。 

○ 様々な関数に関心をもち，表やグラフなどで表したり，その特徴を考えたりしようとしている。 

Ｂさんはリレーの第２走者に選ばれた。 
第１走者のＡさんの走るスピードを落とさず，バトンを受け取りたい。 
ＡさんとＢさんの進む様子を考えよう。 

○ 関数を表，式，グラフを用いて表現したり，処理した
りすることができているか。（ワークシート） 

◎ 表，式，グラフを用いて考え，その意味を解釈するこ
とができているか。（ワークシート） 



 

 
時 学習活動及び学習内容 指導の手立て及び◎○評価規準（評価方法） 
第 
３ 
時 

１ 本時の学習課題と学習の進め方
を確認する。     ＜一斉＞ 

２ 本時の学習問題を知る。 
＜一斉＞ 

 
 
 
 
 
３ 問題解決の方法を考え，説明を
 記述する。 

＜個人＞→＜グループ１＞ 
 (1）自力で説明を記述する。 
 
 
 
 
 
 
 (2）グループで説明する。 
  
４ それぞれの考え方でグループを
編成し直す。説明を相互評価し，
自分の記述内容を改善する。 

＜グループ２＞ 
(1）グループ内で記述内容を相互
評価する。 

 
(2）相互評価シートを基に自分の
記述内容を改善する。 

５ 元のグループに戻り，見直した
記述内容を共有する。 

＜グループ１＞→＜全体＞ 
(1）元のグループで伝え合う。 
(2）全体で確認する。 

  ・三つの記述内容を発表する。 
 
 
６ 本時のまとめと学習の振り返り
をする。 

・ 本時の学習の流れを掲示して確認する。 
 
・ 前時の表，式，グラフを用いることを確認する。 
 
 
 
 
 
 
・ グループ内で表，式，グラフの三枚のワークシートを 

分担して選び，自力解決の見通しをもたせる。 
 

・ 相互評価の三つの観点を伝え，記述する際に留意させ
る。 

・ 記述ができない生徒には，問題を解決するために必要 
だと考えられる部分に，丸や線で印を付けるように助 
言する。また，書き方の手順カードを渡す。 

 
 
・ 解決に至っていない生徒がいたときには，記述できた 

ところまでを説明させる。 
・ 三つの観点を確認し，付け加えた方がいいところ，表

現を変えるともっとよくなるところなどを，記入する
ように指示する。 

 
・ 解決に至っていない生徒がいたときは，アドバイスを

相互評価シートに記入するように指示する。 
・ 疑問点があったときは，質問するように助言する。 

 

 

 

 
・ それぞれの説明が比較できるように，発表者を意図的

に抽出する。 
・ それぞれの記述内容に共通している部分があるかを考

えながら，発表を聞くよう助言する。 

・ 学習して分かったこと，他者の説明でよかったことを

振り返るように伝える。 

 

第２走者のＢさんはスタートして何秒後にバトンを受け取るだろうか。 
Ｂさんがスタート地点を出発してからの時間を 秒，スタート地点からの距離

を ｍとして求め方を説明しなさい。 
 

○ 問題解決に関心をもち，表，式，グラフで表して考え
ようとしている｡（ワークシート） 

◎ 記述内容を改善し，数学的な表現を使って説明するこ
とができているか。（ワークシート） 

x
y



第２時ワークシート                       研セ長研③ 

組  番  氏名（               ） 

 

 

 

 

 

〇 Ａさんの動きを表，式，グラフに表して考えよう。       

【表】 

 

 

 

 

【グラフ】    y           

 

 

 

 

 

 

                      x  

 

 

 

 

【式】   

 （計算スペース） 

                                     

 

 

 

Ａさんの xと y の関係 

           である。 

  

第２走者のＢさんがスタートして x（秒）たったときの，B さんのスタート地点か

らの距離を y （ｍ）とする。 

下の図は，第１走者のＡさんの進む様子を表したものである。 

Ａさんはどのように進んでいるか考えよう。 

x（秒） ０ 0.5 １ 1.5 ２ 2.5 ３  

y（ｍ）         

 

 ＊0.5 秒ごとの動き 

       0.5 秒           １秒            1.5 秒           ２秒            2.5 秒 

                   

      

     －４ｍ           ０ｍ            ４ｍ            ８ｍ            １２ｍ 

 

ｙ＝ 

0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5 4 4.5 5 5.5 6 6.5 7 7.5 8 8.5 9 x
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O
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第２時ワークシート                       研セ長研③ 

   組  番  氏名（               ） 

 

 

 

 

 

〇Ｂさんの動きを表，式，グラフで考えよう。       

 【表】 

 

 

 

 

 

  【グラフ】      y       

 

 

 

 

 

 

                          x  

 

 

 

  

  【式】 

   （計算スペース） 

                    

                  

 

 

Ｂさんの xと y の関係は  

                     である。 

第２走者のＢさんがスタートして x（秒）たったときの，B さんのスタート地点か

らの距離を y （ｍ）とする。 

下の図は，Ｂさんの進む様子を表したものである。 

B さんはどのように進んでいるか考えよう。 

x（秒） ０ 0.5 １ 1.5 ２ 2.5 ３  

y（ｍ）         
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Ｂさん（第２走者） ＊0.5 秒ごとの様子 

      0 秒 0.5 秒    1 秒             1.5 秒                   2 秒                           2.5 秒 

                   

 

      0m 0.5m     2m       4.5m           8m              12.5m 

 

ｙ＝ 

（秒） 

（m） 



第２時ワークシート                       研セ長研③ 

   組  番  氏名（               ） 

 

問題 

 

ア 失格になる    イ 失格にならない 

 

 

理由 

 （ 表  ・  式  ・  グラフ ）を使って考えると， 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まとめ 

 

 

 

 

Ｂさんは，失格にならないようにテイクオーバーゾーンである２０ｍ以内でバトン

を受け取りたいと考えている。 

Ｂさんがスタートしてから 3 秒後は失格になるだろうか。 

表，式，グラフを用いて考えなさい。 



第１時既習カード                        研セ長研③ 

             組   番   氏名（             ） 

関数についてまとめよう 

表 

23xy  の場合 

ｘ …  －３   －２   －1   ０   １   ２   ３   ４  … 

ｙ …           －1    ０     １   ２   ３    … 

表の特徴 

xの値が２倍，３倍，…になると，対応する y の値は    倍，   倍，…になる。 

 

式  
2axy   

 

例．y が xの２乗に比例し， 

x＝２のとき，y＝－１２であると 

き，y を xの式で表すと… 

 

（計算） 

 

 

 

      ｙ＝ 

グラフ  
2xy      

2xy   

     

 

 

 

 

 

 

グラフの特徴 

 

 

 

変域 

22xy  について， 

xの変域が－３≦ x≦５のときの y の変域 

 

  答え    ≦ｙ≦     

 

変域の特徴 

 

 

 

変化の割合 

y＝－２ x ２で， x の値が次のように増加するとき

の変化の割合を求めなさい。 

（１）１から３まで      （２）２から４まで 

 

 

 

変化の割合の特徴 

 

☆ 1 次関数 baxy  との違いをまとめましょう。 

 

 

 

 

−3 −2 −1 1 2 3 x

y

O

−3 −2 −1 1 2 3 x
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O



第３時ワークシート                       研セ長研③ 

 組  番  氏名（               ） 

 

第２走者のＢさんがスタート地点を出発してからの 

      を x（秒），スタート地点からの      を y （ｍ）とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂさんはリレーの第２走者に選ばれた。 

第１走者の A さんのスピードを落とさずにバトンを受け取りたい。 

Ｂさんはスタートして何秒後にバトンを受け取るだろうか。 

グラフから考え，説明しなさい 

（ｍ） 

（秒） 

【自分の説明】 

グラフを見ると， 

 

 

 

【直した説明】 

グラフを見ると， 

Ａさん 

Ｂさん 

−0.5 0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5 4 4.5 5 5.5 6 6.5 7 x
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第３時ワークシート                       研セ長研③ 

   組  番  氏名（               ） 

 

第２走者のＢさんがスタート地点を出発してからの 

を𝒙（秒），スタート地点からの      を𝒚（ｍ）とすると 

                  

Ａさんの式    𝒚＝８𝒙 −８   

                   

Ｂさんの式    𝒚＝２𝒙𝟐 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂさんはリレーの第２走者に選ばれた。 

第１走者の A さんのスピードを落とさずにバトンを受け取りたい。 

Ｂさんがスタートして何秒後にバトンを受け取るだろうか。 

式を使って考え，説明しなさい 

（自分の説明） 

式を使って考えると， 

 

 

 

 

 

 

 

（直した説明） 

式を使って考えると， 

 

 

 

 

 

 

 

  

（計算スペース） 



第３時ワークシート                        研セ長研③ 

  組  番  氏名（               ） 

 

第２走者のＢさんがスタート地点を出発してからの 

を x（秒），スタート地点からの     を𝒚（ｍ）とすると 

 

Ａさん 

                  

       

 

Ｂさん 

                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂさんはリレーの第２走者に選ばれた。 

第１走者の A さんのスピードを落とさずにバトンを受け取りたい。 

Ｂさんはスタートして何秒後にバトンを受け取るだろうか。 

表から考え，説明しなさい 

x（秒） ０ 0.5 １ 1.5 ２ 2.5 ３  

y （ｍ） －8 －4 ０ ４ ８ 12 16  

x（秒） ０ 0.5 １ 1.5 ２ 2.5 ３  

y （ｍ） ０ 0.5 ２ 4.5 ８ 12.5 18  

【自分の説明】 

表を見ると， 

 

 

 

 

 

 

 

【直した説明】 

表を見ると， 

 

 

 

 

 

 

 

  



                               研セ長研③ 

相互評価シート 

 

 

 評価のポイント ◎○△ 

① 数学の用語を正しく使っていますか？ 
 

② 根拠（理由）を明らかにしてますか？ 
 

③ すじ道立てて説明していますか？ 
 

付け加えた方がいいところ。 もっと良くなるところ。 ◎，○，△をつけた理由。 

 

 

 

                              評価責任者                  

 

友だちの名前 

 


